
 

第３章 地方自治体の取り組み 

「日野リビングラボについて ～日野市における地域連携・共創の取り組み～ 」 

鈴木 賢史 氏（日野市企画部企画経営課 戦略係長） 

伊藤 拓哉 氏（日野市企画部企画経営課 戦略係主任） 

（第２回研究会でご講演いただいた内容をご確認いただき掲載しています。） 

 

 

１．はじめに 

 日野市企画部企画経営課戦略係から参りました鈴木と申します。普段の業務

は、官民連携や SDGs など国や都の補助事業等の取り組みを市のなかとつなぐ

ようなことをしています。今年度は長期ビジョンの策定などで外に出る機会も

減っていたところ、今回はこのようなお時間をいただき、大変に感謝しており

ます。本日は日野市における地域連携・共創の取り組みである日野リビングラ

ボを中心にお話をします。 

 

２．高まる協働・共創へ期待度 

（１）多様性に富む地形、多くの工場が立地 

 日野市は、東京のど真ん中である多摩地域に位置し、面積は約 27 平方キロメ

ートル。高幡不動尊金剛寺や豊田、日野といった 3 つの拠点のほか、南側には

多摩丘陵もあるなど多様性に富む地形が特徴です。 

 また、1930 年代の昭和恐慌以降、工業を中心に工場等を相次ぎ誘致、日野自

動車を含めたそういった企業が産業の基盤となっていました。しかし、その産

業基盤であった工業が大きく変容していきます。その兆候は 1980 年代からあっ

たのではないかと見ていますが、それが本日のメインテーマである日野リビン

グラボにつながってきます。 

 

（２）社会環境の大きな変化、サステナビリティを探る 

 日野リビングラボの話の前に少し視点を定めるため、協働や共創について日

野市が考えている定義のようなものからまず述べさせていただきます。 

 まず間違いなく行政においても今、協働や共創への期待値は高まっている事

実があります。その理由は、少子化・超高齢化の進展のほか、気候変動、ライ

フシフト（働き方・生き方の変化等）、大きな社会環境の変化があります。地域

側も、ベッドタウン地域は全国的にそうだと思いますが、人口・労働力の減少

や社会保障費の問題、産業構造の変化の影響は少なからず受けています。 

 このように社会が縮んでいくなか、私たちは将来の世代にどれほどの選択肢

を残せるのか。いわゆるサステナビリティといったところですが、そのために
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はこれまでにない手法や解決策を探っていかなければなりません。そうしたこ

とから、官民連携や共創の推進という流れが生まれています。 

 そのなかで大きく言えば、役所として契約に基づくものか、基づかないもの

かの 2 つくらいがあるのかなと。PPP（官民連携）は、PFI 法に基づくものな

どいろいろな方式がありますが、ここ 4～5 年の間に行政と民間企業、大学など

が社会課題を共有したうえで一緒に取り組む共創が進んできており、日野リビ

ングラボもそのうちの 1 つの手法になります。 

 

（３）過去の積み重ねの影響が徐々に顕在化 

 東京都は、2020 年度の国勢調査からも伺えますが、一極集中が強まっており、

西側の人口は減ってきている一方で東側に重心が傾いているような状況です。

その西側の中に目を向けると、高齢化が進んだり、活動人口も薄くなるなど、

数だけではなく質の部分も変化してきています。 

 行政経営の視点で見ても、この 10 年間ほどで社会保障費が 1.5 倍ほどになっ

ています。そこに従事する行政職員は増加しているものの、全体の職員数は微

減しているために今、どのようにうまく仕事を回していくかも含めて課題にな

っています。 

 地域経済の視点でいくと、2008 年の世界金融危機（リーマン・ショック）以

降、さまざまな変化がありました。日野市においても、大規模な生産拠点が撤

退したり、生産拠点が研究開発化する動きも目立ちます。具体的には 2 年ほど

前に日野自動車の本社工場が完全撤退したほか、雪印や東芝の工場の撤退など

もありました。 

 こうしたことによって土地利用も、工業から住宅への転換が進むなど人の流

れや地域ニーズにも影響を及ぼしています。このように過去のまちづくりの積

み重ねの影響が徐々にさまざまなかたちで顕在化しているのが現況です。ただ、

これは良い悪いではなく、なるべくしてなったと考えています。 

 

（４）複雑化する社会課題に対応する新たな価値創造 

 こうしたことを背景に新たな社会課題も生まれてきています。しかし、その

一方でそうした新たな課題に注目し、その解決に関心を持つ企業や個人も増え

つつあります。とはいっても、前述したように人口減少などによってそのリソ

ースには限りがあります。加えて社会課題は複雑化し、ニーズも多様化してお

り、それとともに提供されるサービスも個別化・個人化しています。例えば子

どもの出生数を増やそうとした場合、ただ単に保育園を建設するだけでは足り

ず、親の働き方なども含めた社会構造をどうやって変化させていくかも考えな

ければなりません。今、よく言われている包括的、包摂的といったことが、そ
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れに当たります。 

 こうしたなかで今、価値創造の仕方に新しいオプションが必要になってきて

いるのではないかと見ています。複雑な社会の変化に対応する新たな価値創造

の仕組みが求められているわけです。そこで注目されているのが市民等も巻き

込んだ共創やリビングラボです。これまでの手法に加えてさまざまな視点・知

見を融合させながら、早期に仮説実証をしていく。それと併せてステークホル

ダー間の関係性についても、目が向けられるようになっています。 

 企業中心、また行政中心の価値創造は、端的にいえば、それぞれがそれぞれ

で頑張っていくことを前提にして消費者、市民に価値を届けるといったイメー

ジです。それが消費者、関係者を巻き込んだ価値の創造となると、社会的な課

題を丸ごと解決していくようなかたちになります。それを具現化するためには

まず「なぜその課題が生まれたのか」といった洞察が必要になります。そして

そうしたプロセス自体も一緒にやっていくことが重要になり、そのなかで共感

が醸成されるのではないかと考えています。 

 例えば行政機関や研究機関、住宅事業者、交通事業者、IT 企業などが相互に

つながっていく。このネットワークの線の数を増やしていくことが第 1 ステッ

プになります。その実現のためには「社会課題に対してこのようにしていきた

い」という目指すビジョンがきちんとあり、そこへ向かう足並みをそろえると

同時に得られた知見を共有していく。そうしたかたちが望ましいのではないか

と見ています。 

 

３．日野リビングラボ、産学官民の対話型プラットフォーム 

（１）2 つの「場」の機能 

 少し過去を振り返りますと、2015 年以降に官民連携を進めていくなかで感じ

たのは、企業と行政が 1 対 1 で対話した場合、企業の論理は理解できると。し

かしながら、それを地域住民や地域包括などの支援機関の視点に置き換えると、

「何かちょっと違うな」ということが多々ありました。だから、そのぞれぞれ

の視点を融合していくところが必要ではないかと考えました。 

 そうしたことを踏まえ、2019 年に産学官民の対話型プラットフォームとして

日野リビングラボを立ち上げました。リビングラボについては、2 つの「場」の

機能があります。1 つは企業をメインにした事業構造を探る場です。それはユー

ザーとの対話であったり、住民等の協働によるノウハウの共有なども含まれま

す。 

 もう 1 つが、市民サイドとして関わりしろ・共有知を生み出す場です。それ

は、ある住民が持っているものを他者と共有しつつ、本人もほかの人からの刺

激を受けてレベルアップできるような場を想定。今、そうした考えのもとで取
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り組みを進めています。 

 

（２）フラットに意見を持ち寄る 

 イメージとしては、「多様な視点から地域を理解する」、「複雑な課題を深く理

解する」、「現場で新規事業を開発・試行する」といったサイクルをうまく回し

ていくようなかたちです。このサイクルのなかで企業や市民などが共に考え、

試行し、学び合うことから、クリエイティブな解決策が生まれるのではないか

と。それを実現するためには、市民、専門職、企業などがフラットに意見やア

イデア、課題感を持ち寄れることがカギになると考えています。 

 企業が関わると、どうしても企業のリソースやアイデア、ソリューションが

優先されるような雰囲気になってしまいます。そこを互いに対話を重ねるなか

で課題等が変わっていくようなことが本来の姿のはずです。市民は生活の現場

に即した課題をしっかり把握しており、それは明文化されていないものの、何

らかの価値があり、だからこそ市民が参加できる場をつくりたい。そのように

して立ち上げたのが、日野リビングラボです。 

 

（３）「あったらよいサービス」の検討から開始 

 日野リビングラボのこれまでの流れですが、2018 年度（平成 30 年度）に着

手し、2019 年度（平成 31 年度）には総務省のシェアリングエコノミー（シェ

アエコ）活用推進事業に応募して採択されました。2020 年度（令和 2 年度）に

はスマートシティ推進事業として都立大学と KDDI と一緒に団地の中でのコロ

ナ禍における新しいコミュニケーションを探るなどをおこないました。 

 シェアエコに関する取り組みの事例を紹介します。その当時、市としてはち

ょうど地域の NPO を含めていろいろと話をしていくなかで、市民同士で助け合

う互助をどのように地域に根付かせて日野の文化にしていくかといったテーマ

を持って活動していました。 

 そのなかで企業に対しても働きかけたところ、そういったことはとても大事

だけれども、それをどのようにしてビジネスにしていくかと。また、その検討

のプロセスには当然、市民の方々や地域包括等の専門機関にも集まってもらい

意見を聞くことが必要ですが、何をもって対話するのかと。そこで「実現した

い暮らしの夢」をテーマに設定し、あったらよいサービスの検討から入りまし

た。 

 ただ、行政のワークショップというスタイルでは、どうしても御用聞き的に

なってしまいます。そこで「自分がしたい」ことと同時に「そこでの自分の役

割はどういうものか」も考えてもらうような設計にしました。具体的には、生

活のなかで感じている「あんなこといいな、できたらいいな」といったニーズ
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をまず聞く。次にその解決には自分以外のどういう資源があればいいのか。そ

してそれを踏まえて、そのニーズと資源がつながるためには自分自身も含めて

どういう活動が求められるのか。そうしたことを 3 カ月ほどをかけて 3 回に分

けて参加した一人一人の方に考えてもらいました。 

 当初は企業、住民、行政のそれぞれが少し分断しているようなイメージはあ

りました。けれども、次第に互いに関わっていくことの必要性が理解されてい

き、全体的にやわらかく柔軟性が出てきた段階で、それを実証するために 2019

年度、総務省のシェアリングエコノミー活用推進事業に応募、それが採択され

たという流れになります。 

 

（４）シェアエコ実証までの歩み 

 もう少し具体的に見ていきます。前述のように 3 回ほど対話の場をマッチア

ップしたのですが、そのなかで民間企業から、最近の IT ビジネスが紹介され、

個人が力を持てるような状況になっていると。それは SNS 等も含めてですが、

それをどのように暮らしに生かしていくのかを「シェアリングエコノミー」を

キーワードにしてみんなで考えていきました。そして「私ができること」、また

「してほしいこと」といった実際のネタを検討していったわけです。 

 このプロセスのなかでわれわれは多くの気づきがありました。若い層からも

多数の参加があったのですが、例えば「できるリスト」のなかには、ある女性

の方は「簡単なおつまみ程度ならば、30～50 人前程度はつくれる」と。行政職

員として接する場合には「子育てママ」としか映ってなかった方が、調理師免

許を持っており、そういうことができるのだと。また、「子どもが好きで見てあ

げれるが、駄目なことはきちんと叱っていいのであれば、してもいいよ」など、

それぞれの棚卸しをしていくことで「できるリスト」ができあがっていきまし

た。 

 一方、「してほしいことリスト」では、お惣菜をつくってもらいたいや、断捨

離のノウハウを教えてほしいなど潜在的な多様なニーズが出てきました。ただ、

そういうことは友達に頼めばいいのではないかと思うかもしれません。そこで

質問をしてみると、「親しい人にはそういうことは頼みたくないし、親にも知ら

れたくない。でも、そこのちょうどよい距離感がつくれるシェアエコならば、

ありかもしれない」と。そういう話を聞いて納得させられました。 

 

（５）事業により生まれた副産物 

 このように生の声をいろいろと集めるとともに、それを踏まえて企業サイド

も模索かつ実践しながら実現可能性を確認していきました。実際にその後、こ

のシェアエコの実証実験の副産物として企業のリソースと住民のニーズがマッ
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チングし、現時点でもおこなわれているスマホ教室など継続的な連携につなが

っているケースもあります。 

 また、地域で活動している NPO、地域団体にも、シェアエコ事業の副産物が

ありました。例えばファミリー・サポート・センター（FSC）事業に対して事

務局は、「登録者は多いが実働は偏りがある」や「互助の循環を目指したい」な

ど課題を感じられていました。そこでシェアエコを活用しながら、共通目標を

立ててやっていこうということになりました。 

 そのためには新しい機能が必要になりますが、それも一緒に開発しましょう

ということで、FSC 事務局（NPO）が持っているノウハウ等を企業に提供しな

がら、共につくっていきました。そうしたノウハウは普通だったら外に出さな

いことですが、それが提供されることで新たな動きが生まれていくといったと

ても面白い段階だったのではないかと見ています。 

 そのほかでは、コロナ禍における地域共創の取り組みの一環で「多摩平の森

団地」でスマートシティ推進事業をおこないました。高齢者向けの IoT 的なと

ころを探ったわけですが、20 年度に KDDI、東京都立大学、日野市が関わりな

がら開発していきました。 

 

４．リビングラボによる気づき 

（１）場の求心力（経験と学び合い） 

 リビングラボは、まずは人が集まる場が必要です。そしてそこで個人、企業、

行政、専門、教育などのそれぞれがやりたいことをうまく結び付いていくコー

ディネートの役割が、とても重要になります。ただし、これは非常に難しく苦

労している点ではありますが、そのときに全員が何かをやらなければいけない

といった堅苦しい雰囲気はつくらないことです。いわばフォローとフォロワー

のような関係性がポイントではないかと。「あそこに行けば、何かありそうな空

気がある」と感じてもらったり、「自分もアップデートされるのではないか」と

いう感覚を持って参加をしてもらえるようなムードを醸成することが求められ

ます。 

 関わりを持つ企業の方と話していると、当初は「高齢者を中心にアプローチ

したい」といったようなことを言っていたところから、半年ほど経過すると「あ

そこの何々さん」というように変わってきます。全体の高齢者という目線から

「あそこの何々さん」になったときにようやくそこの人を理解したのではない

かと感じました。企業にとってもそうした体験は価値になり得るだろうし、そ

うしたことに共感してくれることが 1 つの参加条件にもなってくるのではない

のかと考えています。 
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（２）継続可能性のある協働・共創を 

 リビングラボにおける行政の立ち位置ですが、おそらく住民と企業との中間

地点的な存在なのではないかと捉えています。リビングラボ参加企業からは、

「生活者の声がダイレクトに届く」、「評価・改善を短期間で繰り返せる」、「住

民サイドの協力者も増える」などの声が聞かれますが、企業が地域共創に求め

ているものはさまざまです。だからこそ、行政の中立・中間の立場はすごく重

要になり、加えてその立ち位置から企業等にも会いに行きやすいというのは行

政の強みだと見ています。 

 リビングラボの事業は、継続することの難しさはあるものの、行政としての

立場、強みを生かして信頼感を積み重ねていくしかないと考えています。私自

身もこの事業を通して地域ネットワークの大切さ、価値を再認識しました。今

後はそうしたところの理解も広げていきたい。現時点では、コロナ禍の影響等

によってまだいろいろともがいている段階ではありますが、現在はこのような

考えで事業を進めています。 

 

 

【質疑応答】 

 

Ｑ 官民連携や協働事業を立ち上げる際、集まる人たちが「いつものメンバー」

になる傾向が強いと思います。この偏りを打破してより幅広い人たちを巻き

込むために何か工夫をされていることはありますか。 

 

Ａ 基本的には営業をするしかないと思っています。 

 

Ｑ それは一般市民に対してもですか。 

 

Ａ はい、一般市民に対してもです。待っているだけでは、同じ顔触れのメン

バーになってしまいます。だから、例えば NPO 等に「こういうことをやりた

い」と声掛けし、それに共感してもらえれば、それに適した人や、「こういう

ような視点を入れたほうがいい」といった方々のリストを共有してもらうよ

うなこともあります。 

 

Ｑ 地域のなかではどうしても「この人たちが来るなら、私たちは行かない」

といったこともあるかと思いますが、そうした影響はありませんか。 

 

Ａ 日野リビングラボにおいては、そこまではっきりしたかたちではないです。
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もしかしたら、事前にそうしたことも含めて NPO 等が調整してくれているの

かもしれません。 

 

Ｑ 私はもともと NPO の研究者ですから、市民活動や NPO などに関心があり

ます。連携・協働という話になったとき、市民活動団体、NPO との協働とい

ったブームのようなことがずっと続いてきました。日野市でも、10 年ほど前

にそうした推進資金などをつくられていますが、それらのところと、リビン

グラボに代表される現在の日野市の地域連携・共創の関係性はどうなってい

るのでしょうか。以前のものはなくなってこちらにバージョンアップしたの

か、それとも並行してやっているのか。その辺の整理の仕方を教えてくださ

い。 

 

Ａ 結論としては、並行してやっています。もともとは内発的に産業を盛り上

げていこうといった発想から来ており、主に産業に対する施策のような側面

があります。そして実際にそれをやっていくとなると結局、市民活動団体や

NPO の方々とも話をしますし、そこでうまく回している方にも「一緒にやっ

ていきましょう」と声掛けをしています。 

 一方、市民活動サイドも企業に対して何らかのかたちでうまく関わってもら

いたいという思いがあるのは強く感じていました。だから、一度そこを一緒に

こじ開けましょうと。そのようなことに今はなっているのではないかと見てい

ます。 

 

Ｑ 今回のリビングラボのような取り組みと、自治会・町内会といった地縁型

コミュニティの関係性はどうなっていますか。例えば市民を巻き込んでいく

ためのツールとして自治会等を活用していくようなことはありますか。 

 

Ａ 先ほども少し触れましたが、KDDI と東京都立大学、日野市とが「多摩平

の森団地」においてスマートシティ推進事業をおこないました。こちらがま

さに団地の自治会と一緒に取り組んだ事例になります。 

 最初に困りごとを把握していきましたが、つながりのある方々の課題感はし

っかりと見えるけれども、自治会との関係性が薄い方々に関してはまったく見

えてきません。そこに対してどうアプローチしていくか。そこで自治会の方々

と話し合いながら、ICT をうまく活用しながらやっていこうということになり

ました。 

 もっとも、自治会の役員もご高齢の方が多く、デジタルの活用などというと

腰が引ける部分もあります。そこはそれまでの信頼関係の積み重ねで「あなた
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たちがそう言うなら、そうしようか」という感じで突破し、初めて Zoom を活

用したりしました。自治会の先にはやはりさまざまな住民の方々がつながって

いますから、見えないところを細かく探っていきたいときには自治会の存在は

大きいですし、そうしたニーズは必ずあると思います。 

 

Ｑ 市民活動団体や NPO が企業と一緒に何かやるとなると、自分たちは利用さ

れてしまうのではないかという警戒感を持たれたりしませんか。 

 

Ａ 最初はやはり警戒される面はあると思います。実際に日野リビングラボに

参加された方が、地元で学習塾の経営をやりたいといったようなことがあり

ました。でも、最初は「なぜ、このプライベートなところに来るのか」とい

う印象を持たれてしまいました。それでも、その方が地元のいろいろな活動

に顔を出すことで、最終的には受け入れられ、企業会員の第 1 号となりまし

た。そのように「地元のネットワークと何かやりたい」という熱意を持った

参加の積み重ねがきちんと見えることも、大事ではないかと思います。 

 

Ｑ 先ほど「人との関わりはある程度の距離感があったほうがいい」という話

がありましたが、自治会などは近すぎるために少し距離を置きたいというよ

うな感情もあるのではないでしょうか。近いからこそいいという方もいます

が、その距離を置きたいという方に対して何か工夫をしていることはありま

すか。 

 

Ａ あくまでも日野リビングラボというコミュニティをつくる過程での話にな

りますが、シェアエコの際もそうですが、プロジェクトが終われば、そこで

一度はおしまいにしています。つながりをつくることは大切だけれども、そ

れがほどけることも大事だと考えているからです。もちろん一度リセットし

てからでも、引き続きやりたい方はできるという余地は残してということに

なります。 

 

Ｑ 日野市でも、企業の撤退などの環境変化がこの日野リビングラボの取り組

みの背景にありますが、そのなかで企業が活動を続けていくプラス面を見い

だせるような機運は出てきていますか。 

 

Ａ 企業側もさまざまで、大手になると 3 年で 10 億ほどの事業規模が求められ

るケースもあります。そうしたビジネスの視点が企業側のサービス開発のな

かにはあるわけですが、日野市単体のマーケットではキャパが小さいため、

41



それほど大きな事業規模は見込めません。しかし、例えばファミリー・サポ

ート・センターの事業は全国へ横展開が可能です。だから、それによって会

員数は何十万人が見込めます。そこを視野に入れて新たな仕組みづくりをし

ていく。そうすれば、目標とする規模に達することができるのではないかと

いう説明をするようにしています。また、デザイン面でも、高齢者向けに杖

を持ったようなアイコンを作成する企業があり、「今の元気な高齢者にはそれ

は反感を買います」などを伝えたりしています。 

 

Ｑ 企業はノウハウを取得した後、それを今度は別の採算が取れるところで使

うみたいなことも、企業論理としてはあり得えますか。 

 

Ａ あり得えます。しかし、これはそう簡単なことではありません。だから、

たとえうまくいかなかったとしても、うまくいかなかったことを学んでもら

えればいいのではないかと考えています。 

 

Ｑ 2019 年の段階で実証実験が終わり、そこからの話をメインにされました。

その過程ではコロナ禍もあって本当に大変だったと思いますが、それをどの

ようにクリアされてきたのか。また、全体的な規模感としてこの 2 年半のな

かでどのくらいの利用者がおり、提供者とのマッチング件数はどのくらいあ

ったのでしょうか。 

 

Ａ 全体像の整理ということですが、まずシェアエコの事業に関しては、2019

年度に始まり、2020 年 1 月くらいから企業側の自社事業に切り替わりました。

そこから始まったわけですが、2020 年 4 月には緊急事態宣言が出るなどコロ

ナ禍に入り、同年 6 月ごろには打ち切りになったというような流れになりま

す。規模感ですが、詳細なデータは手元に今ないものの、実証も含めた半年

弱ほどの期間に会員数は 400 名弱、マッチングは 20～30 件だったかと記憶し

ています。 

 さらにそこから少し広げてコロナ禍における地域共創の取り組みをおこな

いました。それが前述した 2020 年度に「多摩平の森団地」で実施したスマー

トシティ推進事業で、自治会と一緒にやっていきました。そこでは高齢者に対

してのコミュニケーションの課題が分かったのですが、それはシェアエコとは

少し離れ、別ものとして開発したところになります。それも 1 年くらいは回し

てはいるのですが、まだ ICT 等がサービスそのものに結び付いていない状況

です。 
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Ｑ そうすると、2021 年と 2022 年は「できる」と「してほしい」というよう

なことは止まっているわけですか。 

 

Ａ シェアリングエコノミー自体はいったんそこではおしまいにしています。 

 

Ｑ 企業との提携についてですけれども、今回の話のなかには KDDI の名前だ

けが出てきましたが、ほかの企業との開発はされているのですか。また、KDDI

とのプロジェクトの中身についてもう少し具体的に知りたいです。 

 

Ａ 日野市内には、このリビングラボ的なこと以外にも、「社会課題に対して何

かをしたい」という企業は複数あります。例えば、コニカミノルタ、GE ヘル

スケア、富士通などです。それに対して官民連携プラットフォームのような

ものをつくり、そこでその「何かをやりたい」という企業の人たちとつなが

る仕組みづくりはしています。そこには数十社が参加されていて、さまざま

なテーマで会を催しています。 

 ほかの市町村にもこうしたプラットフォームはありますが、コミュニティの

ほうに主眼を置いたり、それが企業側だったりという傾向はあります。日野市

の場合は、そもそも企業に相乗りしていくようなところから始まっており、そ

れぞれの企業と共通の社会課題に向かってばらばらに取り組んでいます。企業

から例えば「サービスの最初のユーザーの探索をしたい」という声があれば、

行政として「こういう団体があって、そこに当たると理想的な展開につながる

かもしれません」と。それを受けて企業側が UI や UX、サービスデザインの

ようなところも含めていろいろな手法でまとめます。それを地域のコミュニテ

ィ側へ「こういうような状態ですよ」と可視化して返すといったようなことも

しています。あとは実際にプロトタイプをつくり、それの実証をするといった

ことも、企業側ではやっています。 

 

Ｑ UI を可視化するということですが、どのようなデータを KDDI では自治会

に持っていき、誰が納得しているのでしょうか。 

 

Ａ 納得するのは、自治会の会長をはじめ役員等です。自治会自体も、なかな

か呼び掛けても参加をしてくれない人もいるため、全員が何をしているのか

までは把握しきれていません。その点に不安感があり、どうにか接点を持ち

たいのだけれども、その機会がなかなかない。そこで企業が入ってくること

で、「自治会のなかで新しいサービスを開発するにあたり、あなたのことが聞

きたいそうだ」というように 1 つの接点を持つネタとして使えるわけです。
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そのなかでその人が普段に何をやっているのかなどを相乗りで確認できます。

そうしたことで少しつながれる余地が出てくるわけです。それは自治会にと

ってのメリットにもなります。例えばそのように 1 つのネタとして企業とい

う存在を使うケースもあります。 

 

Ｑ 当初の実証実験としてシェアリングエコノミーから始めたというところで、

それはリビングラボと非常に相性がいいのかなと感じました。このシェアエ

コは、IT 企業の方とのいろいろなやりとりをされたなかで出てきたことのよ

うですが、この IT 企業は具体的にはどちらですか。 

 

Ａ このときは富士通でした。その前段として市民活動を支援するというよう

なことを同社と少し一緒にやっていたなかに市民活動向けのポータルサイト

づくりがありました。加えてパーソナルヘルスレコードの取り組みをどうし

ていくかというタイミングとも相まって、シェアエコへ向かう取っかかりと

なっていきました。 

 

Ｑ そちらの検討のなかで 1 つはファミリー・サポート・センター（ファミサ

ポ）の事業なども扱われてきたわけですが、そのファミサポに関していえば、

NPO法人の市民サポートセンター日野がもともとの事務局になっているので

すか。 

 

Ａ そうですし、現在のファミサポ事務局（FSC 事務局）も市民サポートセン

ター日野が担っています。そしてスマートシティ推進事業としての事務局は、

日野市と KDDI、あと日野市からの委託先、それとそのファミサポの事務局

も入っています。 

 

Ｑ なるほど。FSC 事務局も、事業主体の 1 つということですか。 

 

Ａ そうです、はい。 

 

Ｑ リビングラボを進めていくなかでは、もう 1 つの中間支援組織として株式

会社エンパブリックが関わっているかたちになっています。これはリビング

ラボそのものを動かしていくうえでの中間支援組織として関わっているとい

うことですか。 

 

Ａ そうです、はい。 
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Ｑ これは市が委託してやっているというかたちですか。 

 

Ａ エンパブリックに関しては市が委託しています。 

 

Ｑ 先ほど言われた中間支援組織とは、ここのことをイメージされていたわけ

ですか。 

 

Ａ いえ、そうではありません。エンパブリックも、ノウハウのようなものを

提供しながら、それを地域に落として回していくというようなところの委託

先になります。日野リビングラボとしての中間支援となると、おそらく行政

だったり、ファミサポ事務局である市民サポートセンター日野だったりが一

緒になってやっていくところなのかと思います。 

 

Ｑ シェアリングエコノミーの中間支援組織の主体はどちらになるのですか。 

 

Ａ シェアリングエコノミーに関しては行政かと思います。 

 

Ｑ ここのところは、地域や民間がやっているような事業のなかで中間支援的

に行政が入っていくと。 

 

Ａ そうです。 

 

Ｑ リビングラボの取り組みとしていえば、基本は民主体でおこなわれていく

ようななかで、行政が中間支援的な関わり合い方をしているという見方をさ

れているということですか。 

 

Ａ そうです、はい。 

 

Ｑ シェアリングエコノミーの実証実験の後、企業、住民、行政のそれぞれの

状況も変わってくると思います。行政も中間支援として関わるにせよ、行政

の事業としてリビングラボを評価するという視点で考えたとき、どの点を評

価しますか。例えばまちづくりへの参加に消極的だった若い層が多く足を運

んでくれたといったことが行政にとっての 1 つ目標だったり、指標として考

えられるのでしょうか。 
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Ａ 関わっていなかったところ同士が接点を持っていくであったり、ネットワ

ークがより密になっていく。いわゆるソーシャルキャピタルのような話です

が、今まで一度も接点がなったところが対話するといったことも、指標の 1

つかと思います。あと、おそらく継続率も重要な点ではないかと見ています。

これに関わることによって少し能動的になれたかどうか。それを測るには、

何回くらい関わったかというところも参考になります。企業の視点では、事

業化した件数が重視されるかもしれませんが、リビングラボではそうでなく

てもいいのではないかと考えています。 

 

Ｑ 実際、事業評価であったり、そうした指標を入れ込んだりしているのです

か。 

 

Ａ 日野市のなかではそこまではしていませんが、総務省にお示ししたものの

なかには、そうしたところのものも入れていると記憶しています。 

 

Ｑ 団地でおこなった事業を描いた図には、2 名の個人名が出ていますが、こち

らはどういうことを意味していますか。 

 

Ａ これは団地の自治会長と、まとめ役的な方のお名前です。この方々が主体

になって自治会を回しています。メンバーはどうしても同じような顔触れに

なるものの、このお二方のおかげで何かをするとなると人が集めやすい面も

あります。だから、どうしても自治会のなかだけで完結してしまいがちで、

その点は課題感として持っています。 

 

Ｑ このように事業に自治会などが関わっている場合、どこが中間支援組織と

なりますか。そこもやはり行政なのでしょうか。 

 

Ａ そもそもの話として、リビングラボなるものが小さいかたちでいろいろな

ところで生まれればいいなと考えています。その視点でいうと、自治会だっ

たりが中間支援になるのかと思います。ただ、全体像としては行政側も政策

等で緩く何らかのかたちでつながっているという感じではないでしょうか。 

 

Ｑ ある意味で自治会は当事者でもあるわけですけれども、その当事者自身が

中間支援的なものでもあると。リビングラボの当事者ですから、当然その構

成主体でもあると。 
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Ａ その辺はすっきりとした整理がまだできてはおりません。 

 

Ｑ あえて中間支援組織について質問したのは、日野リビングラボではそれぞ

れの関わりのなかで中間的な立場になったり、当事者になったりしています。

その辺をどのように意識されているかを少し聞きたかったために質問させて

もらいました。 

 

Ｑ 根源的な質問ですが、リビングラボとまちづくりワークショップとの違い

は何ですか。 

 

Ａ 私自身がまちづくりワークショップの経験があまりないのですが、おそら

く自分が関われるようになるところと、それに対してほかの人からのフォロ

ーを得やすいことが違いではないでしょうか。まちづくりワークショップは、

どちらかというと自分が能動的に「何とかしてあげよう」という関わりだと

思うのですが、リビングラボでは「ほかの人に頼ってもいいのだよ」と。実

際に私はこれまでも、「頼れる人が見つかるのがリビングラボだ」ということ

を強調して説明をしてきました。 

 

Ｑ 先ほどの説明でもありましたが、リビングラボは企業側からプロダクトが

具体的にできてくるといったことでは必ずしもはないと。そういう意味では、

まちづくりに非常に近いような要素もあるのかと感じます。だから、リビン

グラボはかなり広く捉えていけるものではないかというイメージを持ちまし

た。 
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•
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
した
「ま
ち
」が
一
斉

に
高
齢
化

•
高
度
経
済
成
長
期
に
増
加
した
「ひ
と」
が
一
斉
に

高
齢
化

【課
題
】

•
の
維
持
（
社
会
的
接
点
、生

活
援
助
、

移
動
、買

い
物
な
ど）

•
ボ
ラン
テ
ィア
や
民
生
委
員
な
ど、
互
助
の
担
い
手

が
不
足

日
野
市
は
農
村
と工

業
都
市
を経

て
、高

度
経
済
成
長
期
に
ベ
ッド
タウ
ン化

し人
口
が
急
増
しま
した
。

リー
マ
ンシ
ョッ
ク前

後
か
ら、
ま
ち
とひ
と、
しご
との
関
係
性
が
大
き
く変
わ
って
き
て
い
ます
。

【現
象
】

•
大
規
模
事
業
所
製
造
拠
点
の
撤
退

（
研
究
開
発
拠
点
へ
転
向
、住

宅
な
ど）

•
共
働
き
世
帯
の
増
加
、現

役
世
代
を
中
心
に
職

住
近
接
な
ど生

活
行
動
の
変
化

【課
題
】

•
産
業
分
野
との
長
期
的
な
連
携
が
必
要

•
「働
く」
と「
暮
らす
」の
再
定
義
リ・
クリ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要

•
魅
力
的
な
働
く場
の
不
足

①
産
業
構
造
の
変
化

②
地
域
社
会
構
造
の
変
化

近
年
は
こう
した
「社
会
課
題
」に
注
目
が
集
ま
り、

社
会
や
地
域
の
課
題
解
決
に
関
心
を
持
つ
企
業
・個
人
が
増
え
て
い
る
。
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リ
ソ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
一
方
で
社
会
課
題
は
複
雑
化
し
、
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
2
 日

野
市
企
画
経
営
課

5

社
会
に
お
け
る
様
々
な
課
題
が
複
雑
に
関
連
して
い
ま
す
。複

雑
だ
か
らこ
そ、
課
題
や
社
会
の

ニー
ズ
は
多
様
化
し、
提
供
され
る
製
品
・サ
ー
ビス
も
個
別
化
・個
人
化
しつ
つ
あ
りま
す
。

変
化
に
対
応
す
る
新
た
な
価
値
創
造
の
し
く
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
2
 日

野
市
企
画
経
営
課

6

複
雑
な
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
の
手
法
に
加
え
て
様
々
な
視
点
・知
見
を
融
合
させ
な
が
ら、
早
期

に
仮
説
実
証
を
す
る
取
組
み
や
ス
テ
ー
クホ
ル
ダー
間
の
関
係
性
に
つ
い
て
注
目
され
る
よ
うに
な
って
い
ま
す
。

企
業
中
心
の
価
値
創
造

消
費
者
・関
係
者
を
巻
き
込
ん
だ
価
値
の
共
創

問
題
の
ター
ゲ
ット
を
探
し、
その
現
象
を分

析
し、
問
題
解
決

策
を考

え
、そ
の
論
理
を検

証
した
上
で
実
行
す
る
。

顧
客
、企

業
、サ
プラ
イヤ
ー
、政

府
、自

治
体
、

な
ど

多
様
な
要
素
が
相
互
に
影
響
しあ
い
な
が
ら社

会
的
課
題
を

解
決
した
り価

値
を
創
造
して
い
く。

価
値
創
造

の
手
法

・環
境
変
化
が
緩
や
か
、課

題
が
単
純

・単
純
で
わ
か
りや
す
い
組
織
や
業
界
構
造

・情
報
の
格
差
が
あ
る

・売
り手

中
心
、機

能
中
心

・行
政
、業

界
、技

術
の
垣
根
が
明
確

・環
境
変
化
が
速
い
、課

題
が
複
雑
化

・複
雑
で
わ
か
りに
くい
組
織
、社

会
構
造

・情
報
が
オ
ー
プン
で
誰
に
で
も
手
に
入
る

・顧
客
中
心
、価

値
重
視

・行
政
、業

界
、技

術
の
垣
根
が
消
滅

背
景
・環
境

価
値
創
造

プ
ロ
セ
ス

そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
価
値
創
造

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
持
つ
技
術
・サ
プ
ラ
イ
チ
ェー
ン
が
価
値
を
提
示

素
材

部
品

ソ
フト

完
成
品

社
会
的
課
題
の
解
決
・実
践

消
費
者

メー
カー

企
業

交
通
事
業
者

行
政
機
関

住
宅
事
業
者

大
学
・研
究
機
関

医
療
機
関

得
られ
た
知
見
の

フィ
ー
ドバ
ック

得
られ
た
知
見
の

フィ
ー
ドバ
ック

※
課
題
の
状
況
や
社
会
情
勢
に
よっ
て
、求

め
られ
る
スタ
ンス
や
濃
淡
は
変
わ
って
くる
。

共
創
・対
話
の
場
と
し
て
日
野
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た

■
日
野
リビ
ン
グ
ラ
ボ
の
２
つ
の
機
能

①
事
業
構
造
を
探
る
場
（
企
業
）

②
関
わ
りし
ろ
・共
有
知
を
生
み
出
す
場
（
市
民
）

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
2
 日

野
市
企
画
経
営
課

7

日
野
リビ
ング
ラボ
は

年
に
産
学
官
民
の
対
話
型
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
とし
て
実

施
し始

め
ま
した
。日

野
リビ
ング
ラボ
で
は
２
つ
の
コラ
ボ
を
目
指
しま
す
。

・利
害
関
係
者
との
ビジ
ョン
創
発
、あ
る
べ
き姿

の
特
定

・住
民
、地
域
と企

業
との
協
働
に
よ
る
ノウ
ハ
ウ
の
共
有

【事
例
】

ス
キ
ル
シ
ェア
サ
ー
ビス
の
機
能
を
子
育
て

と民
間
企
業
が
協
働
開
発
。対

話
に
よ
る
あ
りた
い
姿
と

課
題
の
特
定
、サ
ー
ビス
へ
の
実
装
を
短
期
間
で

繰
り返

す
手
法
（
ア
ジ
ャイ
ル
開
発
）
で
実
施
。

・「
オ
ー
プ
ン
」「
共
有
」で
チ
ャレ
ン
ジ
を
生
む
環
境
に

【事
例
】

住
民
同
士
で
ス
マ
ホ
を
教
え
合
う活

動
が
誕
生
。趣

旨
に
賛

同
した
地
域
企
業
も
参
加
。退

職
者
、創

業
者
、育

休
中

の
方
な
どが
地
域
で
課
題
解
決
力
を
試
す
機
会
に
も
。

市
民
・専
門
職
・
企
業
な
ど
が
フ
ラ
ッ
ト
に
意
見
を
持
ち
寄
り
ま
す

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
2
 日

野
市
企
画
経
営
課

8

これ
ま
で
とは
異
な
る
解
決
策
を
検
討
す
る
に
は
、自

覚
して
い
な
い
視
点
や
知
識
を
学
び
合
うと
い

う視
点
が
大
切
で
す
。生

活
の
現
場
（
＝
生
活
課
題
）
に
こそ
価
値
が
生
ま
れ
ま
す
。
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参
考
：日
野
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
の
系
譜

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
2
 日

野
市
企
画
経
営
課

9

トク
イ
の
カ
ケ
ハ
シ
実
証
実
験
期
間

総
務
省
事
業
再
委
託

自
主
事
業

第
１
期
（
サ
ー
ビス
実
証
）

第
２
期
（
追
加
実
証
）

総
務
省
シ
ェア
リン
グ
エ
コノ
ミー
活
用
推
進
事
業

トク
イ
の
カ
ケ
ハ
シ
他
地
域
実
証
（
所
沢
市
・多
摩
市
な
ど）

自
主
事
業

商
品
・サ
ー
ビス
企
画
・領
域
開
発

ビジ
ョン
・創
発
的
思
考

未
来
都
市
推
進
事
業

イ
ノベ
ー
シ
ョン
拠
点
創
出

予
算

事
故
繰
り越

し
産
学
官
金
ネ
ット
ワ
ー
ク

ス
マ
ー
トシ
テ
ィ推

進
事
業
…
市
が
担
保
す
る
活
動
の
場

課
題
の
シ
フト

富
士
通
・エ
ン
パ
ブ

ファ
ミサ
ポ
・

・エ
ン
パ
ブ

都
立
大
・

日
野
市
・エ
ン
パ
ブ

日
野
市
・エ
ン
パ
ブ

テ
ー
マ
…
暮
らし
の
夢

テ
ー
マ
…
互
助
とス
キ
ル
シ
ェア
、複

業

テ
ー
マ
…
コロ
ナ
・働
き
方

テ
ー
マ
…
ポ
ス
ベ
？
？

テ
ー
マ
…
コロ
ナ
で
つ
な
が
り断

絶
地
域
を

で
補
完
、ビ
ジ
ョン
・ロ
ー
ドマ
ップ
づ
くり

領
域
探
索
・ペ
ル
ソ
ナ
設
定

概
念
実
証

テ
ー
マ
…
モ
ビリ
テ
ィ

多
世
代
互
助
の
実
現
に
は
ス
マ
ホ
利
用
で
き
な
い

方
の
参
加
が
課
題
に
。同

時
期
に
コロ
ナ
に
よ
る
外

出
控
え
る
動
き
が
続
き
、取

り残
され
る
高
齢
者
の

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
支
援
が
メイ
ンテ
ー
マ
に
。互

助
を
テ
ー
マ
に
地
域
内
シ
ェア
の
在
り方

を
検
討
。

暮
らし
の
夢
セ
ッシ
ョン
の
成
果
か

らシ
ェア
リン
グ
エ
コノ
ミー
に
。

「私
」の
ニー
ズ
へ
の
共
感
か
ら多

世
代
に
よ
る
課
題
解
決
の
可
能

性
＝
互
助
の
検
証
へ
。

リビ
ング
ラボ
期
間

関
連
実
証
事
業

都
立
大
学
自
主
事
業

シ
ェア
リン
グ
エ
コノ
ミー
（
共
感
経
済
）
の
推
進
に

よ
り、
市
民
が
希
望
す
る
働
き
方
・暮
らし
方
の
ニー

ズ
が
多
様
化
して
い
る
実
態
が
明
らか
に
。

個
々
の

、
の
方
向
性
を

探
る
こと
で
地
域
内
の
ア
ジ
ェン
ダを
特
定
。

や
の
具
体
的
な
活
動
テ
ー
マ
を
検
討
。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
関
す
る
取
組
み

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
2
 日

野
市
企
画
経
営
課

1
0

日
時

テ
ー
マ

年
月

日
私
の
生
活
で
感
じる
、「
あ
ん
な
こと
い
い
な
、で

きた
らい
い
な
」と
思
って
い
る
こと
は
？

年
月

日
その
解
決
に
は
どん
な
資
源
が
あ
れ
ば
い
い
？

年
月

日
ニー
ズ
と資

源
が
つ
な
が
る
た
め
に
は
、ど
ん
な
活

動
が
あ
れ
ば
い
い
？

【わ
か
って
き
た
こと
・残
され
た
課
題
】

・シ
ェア
が
で
きる
条
件
（
距
離
感
・コ
ス
ト）

の
深
掘
りも
更
に
必
要

１
．
実
施
前
の
各
主
体
の
状
況

企
業

住
民

行
政

社
内
検
討
重
視
で
商

品
・サ
ー
ビス
を提

供
。

サ
ー
ビス
は
誰
か
か
ら

提
供
され
る
も
の
。

若
い
住
民
は
ま
ち
づ
くり

へ
の
参
加
に
消
極
的
。

企
業

住
民

行
政

商
品
・サ
ー
ビス
が
実

現
す
る
価
値
が
重
要
。

自
分
も
リソ
ー
ス
を持

っ
て
い
る
の
か
も
？
条
件

も
重
要
。

住
民
が
参
加
した
い
と

思
え
る
活
動
の
デ
ザ
イ

ン
が
必
要
。

２
．
実
施
後
の
各
主
体
の
状
況

＜
市
民
が
利
用
者
に
も

＞

＜
提
供
者
に
も
な
る

＞

セ
ル
フケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
向
上

誰
か
の
困
った
に
、

私
が
力
に
な
れ
る
しく
み

・保
育
園
の
送
迎

・今
か
ら散

歩
した
い

・送
迎
手
伝
い
ま
す

・場
所
空
い
て
ま
す

総
務
省
へ
事
業
提
案

事
業
採
択

「実
現
した
い
暮
らし
の
夢
」を
テ
ー
マ
に
、あ
った
らよ
い
サ
ー
ビス
を
検
討
。

シ
ェア
リン
グ
エ
コノ
ミー
の
事
業
提
案
へ
つ
な
が
り、
実
証
実
験
を
開
始
。

副
産
物
自
律
的
な
活
動
の
き
っか
け

シ
ェ
ア
エ
コ
実
証
応
募
ま
で
の
歩
み

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
2
 日

野
市
企
画
経
営
課

1
1

リビ
ング
ラボ
で

企
業
の
方
が
最
近
の

ビジ
ネ
ス
の
状
況
を
紹
介

シ
ェア
リン
グ
エ
コノ
ミー
が
キ
ー
ワ
ー
ドに

【で
き
る
リス
ト】

・児
童
館
で
子
供
を
見
て
て
。で
き
る
！

・お
つ
ま
み

～
人
前
を
つ
くる
。で
き
る
！

・グ
チ
を
聞
く。
で
き
る
！

・献
立
決
め
。で
き
る
！

・パ
ソ
コン
操
作
の
お
手
伝
い
。で
き
る
！

・キ
ャン
プ
体
験
。で
き
る
！

・犬
の
散
歩
。で
き
る
！
・豊
田
用
水
の
お
掃
除
。で
き
る
！

・子
供
と遊

ぶ
。叱

って
の
条
件
付
き
。

・思
春
期
の
子
育
て
の
お
手
伝
い
。で
き
る
！

実
際
の
ネ
タ（

私
が
で
き
る
こと
、し
て
ほ
しい
こと
）
を
検
討

【し
て
ほ
しい
こと
リス
ト
】

・お
惣
菜
作
って
！
夕
ご
飯
月
４
回
で

円
で
や
って
！

・一
緒
に
ダイ
エ
ット
して
くれ
る
人

同
じ目

標
の
人
募
集

・断
捨
離
ノウ
ハ
ウを
教
え
て
欲
しい
。知

ら
な
い
人
の
方
が
よ
い

・編
み
物
を
教
え
て
ほ
しい
（
刺
繍
等
）
ベ
テ
ラ
ン
過
ぎ
な
い
人
。

・台
所
の
換
気
扇
掃
除
一
緒
に
して
下
さい
。後

日
お
昼
ご
は
ん

ご
ち
そう
しま
す

犬
の
散
歩
自
分
の
ペ
ット
の
散
歩
の
つ
い
で
に
。月

円
・

が
出
来
る
ス
ペ
ー
ス
を
使
わ
せ
て
欲
しい
「１
日

円
」

「困
った
とき
に
助
け
ま
す
券
」

【生
の
声
の
特
徴
】
→
実
現
可
能
性
を
実
証
実
験
で
確
か
め
よ
う！

で
き
る
こと
…
意
外
な
ス
キ
ル
を
持
って
い
る
方
も
多
くい
る
こと
。前

提
条
件
も
存
在
す
る
こと
。

して
ほ
しい
こと
…
マ
マ
友
や
ご
近
所
、家

族
に
知
られ
た
くな
い
とい
う「
距
離
感
」の
存
在
。対

価
も
出
せ
る
こと
。

準
備
期
間

＋
か
月
程
度

事
業
に
よ
り
生
ま
れ
た
副
産
物
（
市
民
）

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
2
 日

野
市
企
画
経
営
課

1
2

空
き
時
間
を
利
用
して
ほ
しい
民
間
学
習
塾
と、
自
分
で
も
何
か
を
した
い
と

思
って
い
る
市
民
が
マ
ッチ
ング
。コ
ラボ
で
き
る
場
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
（

、
）

参
加
者
：

組
、

名
目
標
：
子
育
て
中
で
も
場
づ
くり
を
楽
しむ

→
育
休
中
の
方
が
別
の
活
動
（
読
書
会
）
を
立
ち
上
げ

夕
方
まで
教
室
を誰

も
使
わ
な
い
。

で
あ
れ
ば
地
域
に
開
放
した
い
。

個
人
で
動
い
た
み
た
の
だ
け
れ
ど、

誰
も
利
用
した
が
らな
い
…
。

自
分
た
ち
で
も
動
い
て
み
た
い
。

仲
間
は
で
きた
が
場
が
な
い
…
。

◆
初
心
者
向
け
ス
マ
ホ
タ
ブ
レ
ット
教
室
（

～
）

参
加
者
：
教
わ
る
人

名
、教

え
る
人

名
目
標
：
ア
ク
テ
ィブ
シ
ニ
ア
の
活
躍
の
場
づ
くり

→
活
動
自
体
は
既
に
自
立
化
（
月

回
の
ペ
ー
ス
）

マ
ッチ
ン
グ

関
係
者
で

結
果
を
共
有
。

次
の
動
き
へ
。

地
域
の
民
間
学
習
塾

リビ
ン
グ
ラ
ボ
で
出
会
った
市
民

「や
って
み
た
い
」が
実
現

市
民
同
士
の

継
続
的
な
連
携
が
ス
ター
ト

企
業
の
で
き
た
らい
い
な
（
リソ
ー
ス
）

住
民
の
で
き
た
らい
い
な
（
ニ
ー
ズ
）
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事
業
に
よ
り
生
ま
れ
た
副
産
物
（地
域
・地
域
団
体
）

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
2
 日

野
市
企
画
経
営
課

1
3

地
域
に
お
け
る
ファ
ミリ
ー
・サ
ポ
ー
ト・
セ
ンタ
ー
事
業
は
活
発
だ
が
、現

場
の
事
務
局
は
課
題
を
感

じて
い
た
。シ
ェア
を
活
用
す
る
こと
で
、「
ファ
ミサ
ポ

」を
め
ざ
す
とい
う共

通
目
標
を
立
て
た
。

※
変
化
の
背
景

テ
ク
ノロ
ジ
ー
と個

人
の
行
動
の
変
化

【事
務
局
との
対
話
】

・登
録
者
は
多
い
が
実
働
は
偏
りが
あ
る

・提
供
会
員
が
高
齢
化
、新

規
減
少

・本
当
は
互
助
の
循
環
を
め
ざ
した
い

事
業
と
の
連
携
概
要

ポ
イン
ト

•
安
心
して
利
用
い
た
だ
くた
め
に
３
者
チ
ャッ
ト機

能
を
企
業
と共

同
開
発
。

•
地
域
の
中
の
担
い
手
の
顔
が
わ
か
る
よう
に
な
り、
コー
デ
ィネ
ー
ト業

務
が
見
え
や
す
く。
利

用
地
域
を
限
定
した
が
、
月
の
依
頼
成
立
を皮

切
りに
利
用
され
始
め
た
。

•
他
方
で
、業

務
削
減
効
果
は
限
定
的
。

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
1
 日

野
市
企
画
経
営
課

1
4

事
務
局
（

）
で
は
会
員
へ
の
対
面
で
の
登
録
フォ
ロー
ア
ップ
や
ノウ
ハ

ウ提
供
で
ご
協
力
い
た
だ
く。

※
３
者
で
の
チ
ャッ
ト画

面
（
一
部
加
工
）

◼コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
共
創
の
取
組
み

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
2
 日

野
市
企
画
経
営
課

1
5

背
景

コロ
ナ
影
響
下
に
よ
る
ニュ
ー
ノー
マル
（
新
常
態
）
時
代
で
は
、外

出
が
で
きな
い
、不

安
だ
との
声
が
あ
る
。住

宅
地
で
も
ち
ょっ
とし
た
ご
近
所

づ
きあ
い
が
消
え
、「
最
近
顔
を見

て
い
な
い
」方
が
増
加
して
い
る
。

目
的

接
触
機
会
が
減
った
とし
て
も
社
会
的
接
点
を維

持
す
る
こと
が
で
き

る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を地

域
の
構
成
員
と共

に
検
証
す
る
。提

供
価
値

（
共
助
に
よ
る
見
守
りや
健
康
状
態
の
変
化
）
な
ども
検
討
す
る
。

多
摩
平
の
森

団
地
住
民

日
野
市

市
内
別
エ
リア

住
民

住
民

共
創
サ
ポ
ー
タ
ー

シ
ェア
エ
コの
レ
ガ
シ
ー
＝
社
会
関
係
資
本
を
生
か
す

トク
イの
カケ
ハ
シ
登
録
者
に
「共
創
サ
ポ
ー
ター
」と
して
登

録
依
頼
。マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
の
暮
らし
方
、共

創
や
実
験
な
ど

に
興
味
の
あ
る
市
民
が
個
人
ベ
ー
ス
で
参
加
可
能
に
。

ア
ウ
ト
プ
ット
の

共
有
・連
携

事
業
者

参
加
依
頼
・事
業
実
施

（
デ
バ
イ
ス
の
貸
与
・学
習
機
会
の
提
供
）

全
体
イ
メ
ー
ジ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

事
業
案
（
検
討
段
階
）

入
口
：
初
心
者
向
け
ス
マホ
、タ
ブレ
ット
教
室
、オ
ンラ
イン
井
戸
端
会
議

中
間
：
サ
ー
クル
や
地
域
組
織
の
運
営
、趣

味
（
カラ
オ
ケ
、映

画
な
ど）

出
口
：
買
い
物
代
行
との
連
携
、オ
ンラ
イン
診
療
へ
の
送
客
、有

償
ボ
ラな
ど

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィア
の

実
施
な
ど

取
組
共
有
・

連
携
可
能
性

の
検
討

参
加
呼
び
か
け

利
用

オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
る

■
ス
マ
ー
トシ
テ
ィ推

進
事
業
（
仮
）

（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
）

モ
ニ
タ
リン
グ
評
価

困
りご
との
把
握

→
初
期
仮
説

「〇
〇
の
価
値
を
共
創
」

■
ビジ
ョン

→
年
後
め
ざ
す
姿
に

■
関
連
事
業

■
イ
ノベ
ー
シ
ョン
パ
ー
ク
構
想

→
ま
ち
づ
くり
の
視
点
か
ら産

業
創
出

■
企
業
、団
体
、個

人
の
共
有

→
ア
ウト
プ
ット
や
方
法
論
の
共
有

■
日
野
リビ
ン
グ
ラ
ボ
の
２
つ
の
機
能
（
イ
メ
ー
ジ
）

①
事
業
構
造
レ
ベ
ル
で
の
対
話
とビ
ジ
ョン
共
有

②
「関
わ
りし
ろ
」の
生
み
出
し、
価
値
共
創
の
き
っか
け

•
サ
ー
ビス
設
計
プロ
セ
ス
の
検
討
、

実
施

•
収
集
デ
ー
タの
分
析
、整

理

•
対
象
、シ
ー
ズ
に
対
す
る
知
見
の
共
有

•
サ
ー
ビス
開
発
、実

証
実
験
の
実
施

•
全
体
コー
デ
ィネ
ー
ト、
事
業
主
体

•
内
外
部
の
ス
テ
ー
クホ
ル
ダー
との
接
点
づ
くり

気
づ
き
：場
の
求
心
力
（
経
験
と
学
び
合
い
）

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
2
 日

野
市
企
画
経
営
課

1
6

大
切
な
の
は
、何

を
や
って
い
る
か
とい
うよ
りは
、「
何
か
あ
りそ
うな
空
気
」

「自
分
も
ア
ップ
デ
ー
トさ
れ
る
」感
覚
（
ビジ
ネ
ス
、知

識
…

）
。

個
人

企
業

教
育

専
門行
政

新
た
な
活
動
を

事
業
化
す
る
た
め
に
は
？

あ
った
らい
い
な
を

実
現
す
る
た
め
に
は
？

フォ
ロー
＆
フォ
ロワ
ー
の

関
係

良
い
取
組
み
を

広
げ
て
い
くた
め
に
は
？
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気
づ
き
：見
え
な
い
線
や
構
造
を
捉
え
る

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
2
 日

野
市
企
画
経
営
課

1
7

サ
ー
ク
ル
等

【支
援
者
】

他
地
域

他
団
体

他
活
動

笹
原
さ
ん

関
さ
ん

【サ
ー
ビス
】

多
摩
平
の
森
団
地

【政
策
・全
体
】

都
市
機
構

日
野
市
高
齢
福
祉
課

日
野
市
企
画
経
営
課

都
市
機
構

市
民
サ
ポ

市
高
齢
福
祉
課

社
会
福
祉
協
議
会

地
域
包
括
支
援
セ

【サ
ー
ビス
】

【支
援
者
】

自
治
会住
民

持
続
可
能
性
の
あ
る
協
働
・
共
創
を
行
政
は
ど
う
進
め
る
か
？

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
2
 日

野
市
企
画
経
営
課

1
8

■
リビ
ン
グ
ラ
ボ
参
加
企
業
か
らの

声
①
生
活
者
の
声
が
ダイ
レ
クト
に
届
く。

②
評
価
・改
善
を
短
期
間
で
繰
り返

す
こと
が
で
き
る
。

住
民
サ
イド
の
協
力
者
も
増
え
る
。

③
生
活
者
を
取
り巻

くパ
ー
トナ
ー
と連

携
しや
す
くな
る
。

（
ビジ
ネ
ス
モ
デ
ル
検
討
へ
の
影
響
）

④
行
政
（
国
・都
含
む
）
の
方
針
や
温
度
感
が
わ
か
る
。

➡
企
業
が
地
域
共
創
に
求
め
る
も
の
は
さ
ま
ざ
ま
。

協
働
だ
か
らこ
そ
活
き
て
くる
自
分
の
ア
セ
ット
も
。

➡
中
立
・中
間
の
立
場
、信
頼
な
どの
積
み
重
ね
、地
域
ネ
ット
ワ
ー
ク
、

共
有
で
き
る
ア
ジ
ェン
ダ
、継
続
す
る
こと
の
難
しさ

参
考
：リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
と
は

C
o
py

ri
g
ht

 2
0
2
2
 日

野
市
企
画
経
営
課

1
9

１
．
リビ
ング
ラボ
とは

・・
・世
界
に
拡
が
る
リビ
ング
ラボ

（
出
典
）
東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
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１
．
リビ
ング
ラボ
とは

生
活
の
現
場
に
お
い
て
、
企
画
段
階
か
ら
住
民
を
巻
き
込
み
、

企
業
・
大
学
・
各
種
団
体
・
自
治
体
等
が
互
い
の
強
み
を
持
ち
寄
っ
て

新
し
い
も
の
や
サ
ー
ビ
ス
、
新
た
な
価
値
を
共
創
す
る
活
動
・
場
の
こ
と
。

生
活
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
っ
た
も
の
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
通
じ
て
、

個
人
：
生
活
が
よ
り
便
利
で
、
快
適
で
、
楽
し
く
な
る

社
会
：
既
存
の
シ
ス
テ
ム
や
制
度
を
変
え
て
い
く

・
舞
台
は
生
活
の
現
場

・
主
役
は
生
活
者
で
あ
る
住
民

・
生
活
者
の
ニ
ー
ズ
を
起
点
と
す
る

・
産
官
学
民
に
よ
る
多
様
な
参
加
者
の
協
働

・
繰
り
返
し
改
善
を
行
う
長
期
的
プ
ロ
セ
ス

（
出
典
）
東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構

１
．
リビ
ング
ラボ
とは

・・
・
リビ
ング
ラボ
の
共
創
サ
イク
ル

評
価

企
画
（
～
再
点
検
）

実
践
・検
証

準
備
・試
作

テ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

生
活
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
う
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

入
口
（
ニ
ー
ズ
探
索
）
か
ら
出
口
（
価
値
提
供
・
社
会
実
装
）
ま
で
、

＜
生
活
の
現
場
＞
＜
産
官
学
民
＞
で
共
創

（
出
典
）
東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構

共
創

協
働

大
学

自
治

体

企
業

生
活

者
（

当
事

者
）

全
体

コー
デ

ィネ
ー

ト
知

見
提

供
と分

析
評

価
ア

クシ
ョン

・リ
サ

ー
チ

、エ
ビデ

ンス
共

創
活

動
の

調
整

・後
方

支
援

商
品

サ
ー

ビス
開

発
新

た
な

開
発

視
点

・C
SV

※
※

Cr
ea

tin
g 

Sh
ar

ed
 V

al
ue

：
共

通
価

値
の

創
造

意
見

・評
価

・ア
イデ

ィア
社

会
貢

献
・新

た
な

収
入

源

地
域

活
性

化
・地

域
の

質
向

上

１
．

リビ
ング

ラボ
とは

・・
・ リ

ビン
グ

ラボ
の

役
割

とメ
リッ

ト

（
出
典
）
東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構

日
野
市
企
画
部
企
画
経
営
課

鈴
木
・伊
藤

連
絡
先
：

あ
りが
とう
ご
ざ
い
ま
した
。

お
気
軽
に
お
声
が
け
くだ
さ
い
。
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